



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人文系 52人 26.0％ 
経済・商・経営学系 48人 24.0％ 
法学系 33人 16.5％ 
国際・社会学系 24人 12.0％ 
生活科学系 2人 1.0％ 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































原則週 1回 176人 88.0％
原則週 1回であるが繁忙時には週 2回以上になる 18人 9.0％
原則週 2回 5人 2.5％
原則週 2回であるが繁忙時には週 3回以上になる 0人 0.0％
その他 1人 0.5％
＜平均 2.8＞ 人数 比率
5．大いにあった 26人 13.0％ 
4．ややあった 59人 29.5％ 
3．どちらともいえない 23人 11.5％ 




合宿 42人 21.0％ 
ＯＢ会／ＯＧ会 21人 10.5％
地域貢献・社会貢献の取り組み 18人 9.0％ 
企業や工場などの訪問・見学 18人 9.0％ 
他大学のゼミとの交流 18人 9.0％ 
学園祭での発表や出店 17人 8.5％ 
学外コンテストやイベントへの挑戦 12人 6.0％
その他 15人 7.5％ 
図表 8　教室外の活動内容
女性と文化　第 1号 116
＜平均 3.4＞ 人数 比率
5．大いに感じる 43人 21.5％ 
4．感じる 63人 31.5％ 
3．どちらともいえない 42人 21.0％ 
2．あまり感じない 25人 12.5％ 
1．感じない 27人 13.5％ 
図表 9　アクティブ・ラーニングとしての認識 16
＜平均 2.8＞ 人数 比率
5．かなりハードであった 13人 6.5％
4．ややハードであった 55人 27.5％ 
3．どちらとも言えない 38人 19.0％ 
2．あまりハードでなかった 58人 29.0％ 
1．ハードでなかった 36人 18.0％
図表 10　ハードさ
＜平均 2.9＞ 人数 比率
5．かなり忙しかった 15人 7.5％ 
4．やや忙しかった 64人 32.0％ 
3．どちらとも言えない 35人 17.5％ 
2．あまり忙しくなかった 52人 26.0％ 
1．忙しくなかった 34人 17.0％
図表 11　忙しさ
＜平均 3.7＞ 人数 比率
5．大変満足 30人 15.0％ 
4．満足 97人 48.5％ 
3．どちらともいえない 51人 25.5％ 
2．不満 18人 9.0％ 
1．大変不満 4人 2.0％
図表 12　総体評価
＜平均 3.4＞ 人数 比率
5．大いに成長した 20人 10.0％ 
4．成長した 92人 46.0％ 
3．どちらともいえない 53人 26.5％ 
2．あまり成長しなかった 27人 13.5％ 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































配りが少 でき よう った。何より嬉しかったのは皆が 配してくれたことだ。そして私を立ててくれた。そうしてやっと行
動
し
て
い
る
自
分
に
苛
立
ち
を
覚
え
た
り
し
た。
ま
だ
ま
だ
だ
な
と
思
う。
この経験はすべてに生きてくるはずだ。辛かったがやって良かったと思う」と、まさに、集団の中でうまくいかない経験に遭遇しながらも人間として成長していた。学生達は自発的に行動を起こし、案件が終わる 自主的に反省会を開き、改善すべき点を本音で語り合っていた。そこには、企業が忌避す 「ひ弱で受け身で馴れ合う」女性人材の姿はなかった。
筆者の問題意識は、単に組織
の管理職候補の人材を輩出してい
くことではなく、未来の社会を切り拓き、新たなビジネスを創り出していく元気と勇気のある人材
19を育成していくことにある。今
後とも試行錯誤を繰り返 ながら大学教育の更なる可能性を模索していきたい。
■
注1 
日
本
の
女
子
教
育
の
先
駆
者
で
あ
る
下
田
歌
子
が
「
女
性
が
社
会
を
変
え
る
、
世
界
を
変
え
る
」
と
い
う
想
い
で
一
八
九
九
年
に
創
立
し
た
実
践
女
子
大
学
は
、「
品
格
高
雅
に
し
て
自
立
自
営
し
う
る
女
性
の
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。（
実
践
女
子
大
学
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
2 
筆
者
は
二
十
八
年
間
に
わ
た
る
企
業
で
の
勤
務
を
経
て
二
〇
一
二
年
に
大
学教員に転身した
。企業では営業
・企画
・事務
・海外
・秘書
・
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人
事
・
研
修
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
経
験
し
て
き
た
。
3 
永
瀬
・
山
名
は
女
性
が
管
理
職
に
な
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
学
卒
時
の
就
業
継
続
意
識
も
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、
更
に
就
業
意
識
を
高
め
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
必
要
性
も
示
唆
し
て
い
る
（
永
瀬
・
山
名
、
2012: 
103 ）。
筆
者
は
大
学
教
育
そ
の
も
の
が
女
性
の
人
材
育
成
に
資
す
る
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
4 
中
村
は
こ
れ
か
ら
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
視
点
と
方
法
と
し
て
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方
が
重
要
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
（
中
村
、
2009: 2 ）。
5 
Ｇ
女
子
大
学
Ｉ
学
部
は
二
〇
〇
五
年
に
開
設
さ
れ
た
定
員
六
十
名
の
小
さ
な
学
部
で
あ
る
が
、
実
践
的
な
英
語
力
、
高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
国
際
社
会
で
自
立
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
確
か
な
教
育
実
績
を
残
し
て
い
る
（
深
谷
、
2012: 125-138 、
安
齋
、
2013: 
57-72 ）。
6 
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
は
、
将
来
に
向
け
て
、
ど
の
く
ら
い
熱
心
に
積
極
的
に
行
動
を
し
て
い
る
か
を
測
定
す
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
項
目
群
と
、
将
来
に
向
け
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
や
夢
、
や
り
た
い
こ
と
な
ど
を
、
ど
の
く
ら
い
明
確
に
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
か
を
測
定
す
る
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
項
目
群
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
7 
社
会
人
基
礎
力
は
、「
前
に
踏
み
出
す
力
」「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
と
い
う
三
つ
の
力
と
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
「
主
体
性
」「
課
題
発
見
力
」「
発
信
力
」
と
い
っ
た
十
二
の
具
体
的
な
能
力
要
素
の
こ
と
を
指
す
（
経
済
産
業
省
、
2010: 2 ）。
8 
当
時
（
二
〇
一
三
年
度
）
の
呼
称
は
「
人
的
資
源
管
理
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
で
あ
っ
た
が
、
将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
に
あ
っ
て
目
指
す
べ
き
社
会
像
を
描
く
知
的
な
構
想
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
「
社
会
デ
ザ
イ
ン
論
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
と
改
名
し
た
。
思
考
力
・
行
動
力
・
創
造
力
を
身
に
つ
け
、「
社
会
を
変
え
る
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
る
、
自
分
を
磨
く
」
こ
と
を
目
標
に
、
こ
れ
か
ら
の
「
社
会
」
や
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
如
何
に
「
デ
ザ
イ
ン
」
す
る
か
を
探
求
し
て
い
る
。
9 
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
（
主
催
： 大
学
生
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
運
営
協
議
会
、
後
援
：
観
光
庁
・
文
部
科
学
省
・
総
務
省
・
経
済
産
業
省
な
ど
）。
11 
学
生
の
起
業
家
マ
イ
ン
ド
（
既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
物
の
見
方
や
考
え
方
を
す
る
た
め
の
創
造
力
や
判
断
力
、
ア
イ
デ
ア
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
決
断
力
、
そ
し
て
人
を
説
得
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
）
の
醸
成
を
目
的
と
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
（
主
催
： 公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
、
共
催
： 東
京
都
）。
11 
当
該
学
年
は
四
年
次
に
学
生
の
、
学
生
に
よ
る
、
学
生
の
た
め
の
出
版
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
出
版
甲
子
園
」（
主
催
： 出
版
甲
子
園
実
行
委
員
会
）
で
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。
次
年
度
の
安
齋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
安齋徹　　女性の活躍推進に向けた大学教育の挑戦125
生
も
三
年
次
に
、「
大
学
生
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」（
東
日
本
ス
テ
ー
ジ
）「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
最
優
秀
賞
」、「
Ｎ
Ｒ
Ｉ
学
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催
： 野
村
総
合
研
究
所
）「
特
別
審
査
委
員
賞
」、「
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
」（
主
催
： 上
毛
新
聞
社
）
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
部
門
（
大
学
生
の
部
）
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
進
出
な
ど
の
確
か
な
実
績
を
残
し
て
い
る
。
12 
こ
の
ほ
か
年
間
を
通
じ
て
他
の
二
つ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
共
に
行
政
と
連
携
し
た
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
に
も
取
り
組
ん
だ
（
群
馬
県
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
人
権
男
女
共
同
参
画
課
、
2014 ）。
13 
企
業
研
修
の
講
師
や
大
学
教
員
と
し
て
の
経
験
則
か
ら
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
ペ
ア
、
グ
ル
ー
プ
、
全
体
と
順
を
追
っ
て
広
げ
て
い
く
の
が
有
効
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
14 
部
下
が
「
自
分
の
た
め
に
時
間
を
と
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と
感
じ
る
上
司
の
行
動
と
し
て
、「
部
下
と
定
期
的
に
話
し
て
い
る
」「
部
下
に
期
待
す
る
役
割
を
伝
え
て
い
る
」「
部
下
の
成
功
や
成
長
を
支
援
し
て
い
る
」「
部
下
の
価
値
観
を
理
解
し
て
い
る
」「
部
下
を
や
る
気
に
さ
せ
る
提
案
や
要
望
を
し
て
い
る
」「
話
し
や
す
い
・
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
で
あ
る
」「
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
部
下
の
考
え
も
尋
ね
て
い
る
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
粟
津
、
2013 ）。
筆
者
は
企
業
で
の
経
験
も
踏
ま
え
こ
う
し
た
行
動
を
心
が
け
て
お
り
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
認
定
）
の
資
格
も
有
し
て
い
る
。
15 
男
性
12．
2人
、
女
性
共
学
、
11．
1人
、
女
子
大
学
11．
8人
と
性
別
・
大
学
に
よ
る
違
い
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
16 
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
定
義
と
し
て
「
教
員
に
よ
る
一
方
的
な
講
義
形
式
の
教
育
と
は
異
な
り
、
学
修
者
の
能
動
的
な
学
修
へ
の
参
加
を
取
り
入
れ
た
教
授
・
学
習
方
法
の
総
称
で
す
。（
学
修
者
が
能
動
的
に
学
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
認
知
的
、
倫
理
的
、
社
会
的
能
力
、
教
養
、
知
識
、
経
験
を
含
め
た
汎
用
的
能
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
発
見
学
習
、
問
題
解
決
学
習
、
体
験
学
習
、
調
査
学
習
等
が
含
ま
れ
ま
す
が
、
教
室
内
で
の
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
等
も
有
効
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。）」
と
提
示
し
た
上
で
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
場
で
あ
っ
た
と
感
じ
る
か
質
問
し
た
。
17 
藤
村
は
、
企
業
が
即
戦
力
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
資
格
取
得
に
走
る
学
生
を
例
に
、
企
業
が
本
当
に
求
め
て
い
る
の
は
、
資
格
を
持
っ
た
学
生
で
は
な
く
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
自
ら
動
い
て
課
題
を
解
決
す
る
力
を
有
す
る
人
材
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
藤
村
、
2012: 20 ）。
18 
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
尊
敬
す
べ
き
師
と
の
知
的
共
同
体
で
あ
り
、
緊
密
な
結
び
つ
き
は
時
に
生
活
指
導
に
ま
で
至
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
寺
崎
、
1999: 186 ）。
19 
大
学
と
は
根
源
的
に
は
「
人
生
の
意
義
」
と
「
自
己
の
陶
冶
」
に
対
す
る
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「
問
い
か
け
」
と
そ
れ
に
対
す
る
「
答
」
を
探
し
求
め
る
場
で
あ
り
、
時
代
の
流
れ
を
き
ち
ん
と
見
つ
め
て
自
律
的
な
批
判
的
な
目
を
持
っ
て
い
る
人
物
を
育
成
す
る
こ
と
が
社
会
や
企
業
の
縁
の
下
を
支
え
う
る
と
い
う
田
村
の
見
解
（
田
村
、
2012: 163-165 ）
に
賛
同
し
て
い
る
。
■
参
考
文
献
朝
日
新
聞
、
二
〇
〇
八
年
九
月
十
五
日
、「
存
在
意
義
　
探
る
女
子
大
学
」、
p. 25 。
粟
津
恭
一
郎
、
二
〇
一
三
年
七
月
十
七
日
、「
組
織
を
活
性
化
さ
せ
る
上
司
は
、〝
部
下
の
た
め
〟
に
時
間
を
と
る
」、『
C
oach’s V
IE
W
』
http://w
w
w
.
coacha.com
/view
/aw
azu/20130717.htm
l （
検
索
日
： 二
〇
一
四
年
五
月
二
十
日
）。
安
齋
徹
、
二
〇
一
三
年
、「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
た
大
学
教
育
の
挑
戦
―
女
子
大
学
に
お
け
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
論
」
と
い
う
試
み
」、
『
現
代
女
性
と
キ
ャ
リ
ア
』
第
五
号
所
収
、
p. 57-72 、
日
本
女
子
大
学
現
代
女
性
キ
ャ
リ
ア
研
究
所
。
安
齋
徹
、
二
〇
一
四
年
、「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
ペ
ダ
ゴ
ジ
ー
」、『
企
業
と
人
材
』
第
四
十
七
巻
第
一
〇
一
一
号
所
収
、
p. 42-43 、
産
労
総
合
研
究
所
。
大
槻
奈
巳
、
二
〇
一
一
年
、「
い
ま
ど
ん
な
女
性
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」、『
Ｎ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
実
践
研
究
』
第
一
号
所
収
、
p. 20-35 、
国
立
女
性
教
育
会
館
。
神
田
道
子
、
二
〇
一
一
年
、「
男
女
共
同
参
画
時
代
の
女
性
人
材
育
成
　
社
会
的
背
景
と
学
習
課
題
」、『
Ｎ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
実
践
研
究
』
第
一
号
所
収
、
p. 6-19 、
国
立
女
性
教
育
会
館
。
経
済
産
業
省
、
二
〇
一
〇
年
、『
社
会
人
基
礎
力
育
成
の
手
引
き―
日
本
の
将
来
を
託
す
若
者
を
育
て
る
た
め
に
』、
朝
日
新
聞
出
版
。
群
馬
県
生
活
文
化
部
人
権
男
女
共
同
参
画
課
、
二
〇
一
四
年
、『
群
馬
県
・
県
立
女
子
大
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
事
業
所
の
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
報
告
書
」』。
週
刊
東
洋
経
済
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
二
日
号
、「〝
女
子
だ
け
〟
だ
か
ら
こ
そ
育
つ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
就
職
力
」、
p. 68-69 。
白
石
久
喜
、
二
〇
一
四
年
、「「
欧
州
の
特
別
な
努
力
」
と
「
日
本
の
偶
然
」
に
見
る
日
本
企
業
が
こ
れ
か
ら
と
る
べ
き
道
と
は
？
」、『
W
orks 』
第
二
十
巻
第
一
号
所
収
、
p. 26-27 、
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
。
髙
橋
節
子
、
二
〇
〇
八
年
、「
五
年
目
の
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル―
ス
タ
デ
ィ
ス
キ
ル
教
育
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
ど
う
リ
ン
ク
さ
せ
る
か
」、『
白
鷗
大
学
論
集
』
第
二
十
二
巻
第
二
号
所
収
、
p. 85-104 。
武
石
恵
美
子
、
二
〇
一
四
年
、「
女
性
の
仕
事
意
欲
を
高
め
る
企
業
の
取
り
組
み
」、
佐
藤
博
樹
・
武
石
恵
美
子
編
、『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
支
援
の
課
題
： 人
材
多
様
化
時
代
に
お
け
る
企
業
の
対
応
』
所
収
、
p. 15-33 、
東
京
大
学
出
版
会
。
中
央
教
育
審
議
会
、
二
〇
一
二
年
、「
新
た
な
未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
向
け
て
～
生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成
安齋徹　　女性の活躍推進に向けた大学教育の挑戦127
す
る
大
学
へ
～
」、
文
部
科
学
省
。
田
澤
実
・
梅
崎
修
、
二
〇
一
一
年
、「
大
学
生
に
お
け
る
成
績
と
Ｃキ
ャ
リ
ア
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
テ
ス
ト
Ａ
Ｖ
Ｔ
が
初
期
キ
ャ
リ
ア
に
与
え
る
影
響―
全
国
大
学
四
年
生
の
追
跡
調
査
」、『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
』
第
七
巻
所
収
、
p. 57-70 。
田
村
正
勝
、
二
〇
一
二
年
、『
社
会
哲
学
講
義―
近
代
文
明
の
転
生
に
向
け
て
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。
寺
崎
昌
男
、
一
九
九
九
年
、『
大
学
教
育
の
創
造―
歴
史
・
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』、
東
信
堂
。
永
瀬
伸
子
・
山
名
真
名
、
二
〇
一
二
年
、「
民
間
大
企
業
の
女
性
管
理
職
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
」、『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
』
第
八
巻
所
収
、
p. 95-105 。
中
村
博
幸
、
二
〇
〇
九
年
、「
ゼ
ミ
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
連
続
性
」、
『
嘉
悦
大
学
研
究
論
集
』
第
五
一
巻
第
三
号
所
収
、
p. 1-13 。
林
徳
治
・
藤
本
光
司
、
二
〇
一
〇
年
、「
大
学
授
業
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
教
育
実
践
（
二
）―
共
通
教
育
科
目
「
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
対
象
と
し
て
」、『
日
本
教
育
情
報
学
会
　
年
会
論
文
集
』
第
二
十
六
巻
所
収
、
p. 186-189 。
広
瀬
英
彦
、
一
九
八
八
年
、「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」、『
世
界
大
百
科
事
典
　
十
五
』
所
収
、
p. 635 、
平
凡
社
。
深
谷
晃
彦
、
二
〇
一
三
年
、「
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、『
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
十
四
号
所
収
、
p. 125-138 。
伏
木
田
雅
子
・
北
村
智
・
山
内
祐
平
、
二
〇
一
一
年
、「
学
部
三
、
四
年
生
を
対
象
と
し
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
け
る
学
習
者
効
果
・
学
習
環
境
・
学
習
成
果
の
関
係
」、『
日
本
教
育
工
学
会
論
文
誌
』
第
三
十
五
巻
第
三
号
所
収
、
p. 157-168 。
伏
木
田
雅
子
・
北
村
智
・
山
内
祐
平
、
二
〇
一
三
年
、「
教
員
に
よ
る
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
従
業
構
成
： 学
生
の
特
性
把
握
・
目
標
の
設
定
・
活
動
と
指
導
」、『
名
古
屋
高
等
教
育
研
究
』
第
十
三
巻
所
収
、
p. 143-162 。
藤
村
博
之
、
二
〇
一
二
年
七
月
三
十
日
、「
若
年
層
育
成
　
殻
を
破
る
」、
朝
日
新
聞
朝
刊
、
p. 20 。
三
宅
え
り
子
、
二
〇
〇
九
年
、「
女
子
大
学
と
共
学
大
学
に
お
け
る
女
子
教
育
力
の
比
較
研
究
」、『
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
』
第
六
十
巻
所
収
、
p. 19-30 。
毛
利
猛
、
二
〇
〇
七
年
、「
ゼ
ミ
形
式
の
授
業
に
関
す
る
Ｆ
Ｄ
の
可
能
性
と
必
要
性
」、『
香
川
大
学
教
育
実
践
総
合
研
究
』
第
十
五
巻
所
収
、
p. 1-6 。
矢
島
洋
子
、
二
〇
一
四
年
、「
女
性
の
能
力
発
揮
を
可
能
と
す
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
支
援
の
あ
り
方
」、
佐
藤
博
樹
・
武
石
恵
美
子
編
、
『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
支
援
の
課
題―
人
材
多
様
化
時
代
に
お
け
る
企
業
の
対
応
』
所
収
、
p. 59-96 、
東
京
大
学
出
版
会
。
（あんざい・とおる／群馬県立女子大学国際コミュニケーション学部准教授）
